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１ 会議名   令和５年 第８回教育委員会会議 会議録 

２ 開催日時    令和５年７月 27 日（木）午後２時 30 分～午後３時 15 分 

３ 開催場所  ２階 特別会議室 

４ 出席委員  教育長 守山 敏晴   

委 員 廣田 登志子、村尾 利勝、渡邉 博明、柿木 秀雄 

５ 欠席委員  なし 

６ 会議出席者 

   教育次長   ： 丸川 浩 

教育政策課長 ： 村重 武志   

教育政策課 英語教育推進室長  ： 村中 俊一郎 

学校教育課長 ： 重本 浩志  学校教育課主幹 ： 田村 幸恵 

青少年課長 教育センター所長兼務 ： 倉本 敦 

生涯学習課長 中央公民館長兼務  ： 岡田 司 

中央図書館長 ： 山本 圭子  周東支所長  ：  加藤 勝巳 

錦支所長   ： 岩脇 孝史  美和支所長  ：  佐伯 重樹 

７ 会議従事職員   教育政策課 ： 大黒屋 誠、村上 葵 

８ 会議録署名委員  廣田 登志子、渡邉 博明 

９ 議事日程 

日程第１ 会議録署名委員の指名について 

日程第２ 報告第９号  所管事項について 

日程第３ 議案第 30 号 
岩国市教育委員会会議規則の一部を改正する規則につ

いて 

日程第４ 議案第 31 号 
岩国市教育委員会事務決裁規程の一部を改正する訓令

について 

日程第５ 議案第 32 号 令和４年度教育委員会の点検及び評価について 

会議の大要 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育課長 

 

・ただいまから令和５年第８回岩国市教育委員会会議を開会します。 

・はじめに、日程第１会議録署名委員の指名を行います。本日の会議録

署名委員は、廣田委員と渡邉委員にお願いします。 

・本日の議題は、日程第２「報告第９号 所管事項について」、日程第３

「議案第 30号 岩国市教育委員会会議規則の一部を改正する規則につ

いて」、日程第４「議案第 31 号 岩国市教育委員会事務決裁規程の一

部を改正する訓令について」、日程第５「議案第 32 号 令和４年度教

育委員会の点検及び評価について」、以上でございます。 

・それでは、日程第２「報告第９号 所管事項について」を議題といた

します。これにつきましては、協議会形式で進めたいと思います。各

担当部署から先に配布しております行事予定表について、補足又は所

管事項に関する懸案等がありましたら説明をお願いします。 

・８月の行事予定につきまして、14 日から 16 日まで学校閉庁日を設定し
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ております。11 日の山の日から土日を挟みまして、実質 16 日まで学校

を閉じておりますのでお知らせします。 

・全体を通して、御意見・御質問がありましたらお願いします。 

・青少年課にお尋ねします。不登校の１学期の状況はどうですか。今ま

でより確実に増えていますか。 

・令和４年度と令和５年度の１学期の比較はしておりませんが、令和４

年度の報告値では、令和３年度に比べて、小・中合わせて 55 人ほど不

登校児童生徒が増えております。令和３年度は 235 人、令和４年度が

290 人となっておりますので、今学期だけではないですが、いずれ不登

校になるだろうという児童生徒はいます。 

・２学期に不登校児童生徒が増えてきます。夏休みに生活リズムが崩れ

てそのまま不登校となるので、気になる児童生徒については電話連絡

や家庭訪問をするなどして、子供の生活態度や生活状況を把握する学

校が多いと思います。支援教室は、夏休み中閉まっていますが、行っ

ても良かったですよね。 

・はい。 

・支援教室は把握しやすい状況にあると思います。全体を通して、アウ

トリーチでの指導は効果的であると評価されていると思うので、学校

も本腰を入れて、不登校がこれ以上増えないように力を入れていかな

いと、施設の面でも困りますし、子供の生活設計全体が狂ってしまう

わけですが、夏休みの体制はいかがですか。 

・各学校とも不登校児童生徒が多い現状は重篤に捉えています。不登校

児童生徒だけでなく、家庭の問題や本人の素行に課題がある場合には、

積極的に家庭訪問をしたり、勉強についても、学校に来て個別の対応

をお願いしたりしているところです。学校もそういった体制を整えて

いますので、継続していきたいと思っております。 

・生徒指導の課題は、反社会的な行動よりは、不登校に対していかにあ

るべきかということが大きな課題なので、学校、行政を含めて一人一

人の子供たちが勉強できる体制づくりをぜひお願いします。 

・分かりました。 

・生涯学習課にお尋ねします。以前、子ども会の在り方について、10 年

前に比べて、組織自体が危ぶまれる状況の中、組織の改編をしてはど

うかと提案しました。実際、川下小学校は再編しています。子供が減

っているので、例えば、楠町で１つの子ども会と言ったように、今ま

でより範囲を広げた町単位に再編し、子供たちが集まりやすい体制を

作っています。この夏休みも紙すき体験をするなど、縦と横の関係づ

くりを重視した子ども会運営をしています。親同士のつながりもでき、

困り感のある親御さん同士の助け合いなど、非常に効果的に機能して

いると聞いています。ほかの学校はどうですか。 
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・川下小学校の例は聞いていますが、ほかの地区は聞いていません。 

・子ども会自体が本気になって組織づくりをしないと子ども会はなくな

ります。縦のつながりや、親の横の広がりがなくなると、教育の相乗

効果が薄れていく可能性があります。学校も本気になって校長が音頭

を取って、存続に取り組んで欲しいです。校長会などで行政側から子

ども会の組織づくりなど、指導してほしいと思いますが、いかがです

か。 

・子ども会は任意団体なので、どこまで支援できるかというところです。 

・ＰＴＡに頼んだり、何らかのアクションを起こさないと、間違いなく

自然消滅の形になります。 

・子ども会の会長も、役員のなり手がいないと悩まれていて、役員にな

りたくないから子ども会に入らない家庭も増えているようです。その

こともあって加入が減ってきていると思います。 

・今までは、６年生の親は役員になるのは当たり前という意識だったと

思います。それを言い出すと組織は成り立ちません。一つの子ども会

を大きくして、縦と横のつながりを広げて、子供たちにいろいろな体

験をさせたいので、相乗効果も期待して、提案としてお願いします。 

・子ども会は別の法人格なので、行政側から、直接の指導は難しいです。

相談があればアドバイスはできます。支援を惜しんでいるわけではな

く、各地区の状況もありますので、相談には積極的に応じたいと思っ

ております。 

・昨日、シンフォニア岩国で「豊かな心を育む音楽鑑賞教室」が行われ

ました。夏季休業中ですが、市内の小学校６年生が 1,000 人以上参加

し、広島交響楽団の下野竜也さんの指揮で 60 人を超える大編成のフル

オーケストラでした。大人のコンサートであれば、5,000～6,000 円の

価値があるもので、小学校の鑑賞曲も入れていただいて、すばらしい

演奏会でした。教育センターをはじめ、生涯学習課、学校教育課、文

化スポーツ課に付いた予算ではあるんですが、横断的に積極的に関わ

っていただきました。また、今年からバスの借上げが入札になって、

台数も少なかったのですが、関係各課が連携し、無事に終了すること

ができました。子供たちは今は分からなくても、10 年後、あの演奏は

すばらしかったと心に刻んでくれると思います。岩国市歌の合唱では、

きれいな歌声が響いて感動されていました。 

・もう１点、７月 13 日に中国地区市町村教育委員会連合会研修会が出雲

市で行われました。主には部活動の地域移行と学力についてでしたが、

冒頭の歓迎アトラクションで、出雲市立斐川西中学校合唱部の歌声が

とても美しかったので、電話で問合せたところ、合唱部には、女声合

唱で 24 人在籍しており、県大会で金賞を受賞したということです。し

かし、発表の最後には男声も加わって混声合唱でしたので聞いたとこ
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ろ、男子部員は全員運動部や他の文化部と兼部をしているそうです。

練習もそれぞれ分けて行われているそうですが、兼部とは思えない素

敵な歌声で驚きました。子供たちの多様性を育みながら、スポーツも

経験し、音楽のすばらしさも経験し、いろいろな考え方の弾みになる

なと思いました。部活動の地域移行については、保険の問題について

質問があり、出雲市では株式会社キラキラ雲南という企業が仲介して

おられ、こちらはスポーツや音楽のコーディネートをしており、スタ

ッフが派遣されているそうです。新しい形でクオリティーを下げるこ

となく頑張っておられるなと感じましたので御報告いたします。 

・夏休みにタブレットを持ち帰らせている学校はどれくらいありますか。

また、タブレットを活用して不登校児童と学校とのやり取りは可能な

のでしょうか。 

・具体的な数字を持ち合わせていませんが、昨年度から結構進んでおり

まして、本年度も調査をしておりますので、後ほどお伝えできればと

思います。随分学校に浸透してきて、家庭学習で使っていく動きは進

んでいる認識です。不登校児童生徒の活用についても、出席扱いとな

る旨の周知が進んでいたこともあって、授業の同時配信をするところ

もあれば、個別にドリル学習的に使っているところもあって、ケース

会議等で不登校児童生徒に対してタブレットを積極的に活用するよう

に提案して、大きく進んでると思っています。 

・不登校児童生徒に対して、歯止めをかける何か手段を講じていただけ

ればと思います。 

・また子ども会についてですが、子ども会は自治会とかなり密接な関係

があり、自治会から助成金が出ていると思います。川下地区の再編に

当たっては、自治会から大反対もありました。子ども会だけで話を進

めるのではなく、自治会にもしっかり話を通して、子供だけの縦のつ

ながりではなく、大人と子供が関われるように、バーベキュー大会を

企画したり、地域をうまく巻き込んで取り組んでいただければ強い組

織になる流れができてくると思うので、参考までにお伝えします。 

・別にないようでしたら、以上で報告第９号を終わります。 

・次に、日程第３「議案第 30 号 岩国市教育委員会会議規則の一部を改

正する規則について」を議題といたします。教育政策課から説明をお

願いします。 

・「議案第 30 号 岩国市教育委員会会議規則の一部を改正する規則につ

いて」御説明いたします。本議案は、新型コロナウイルス感染症の感

染拡大等によって、従来の委員参集による会議の開催が困難となった

場合や、遠隔地にいるなどの理由で委員が参集できない場合に、オン

ライン会議システムなどを活用して、教育委員会会議に出席すること

ができるよう、規定の整備を行うため提案するものです。 御審議のほ
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ど、よろしくお願いいたします。 

・ただいまの説明に、御質問・御意見がありましたら、お願いします。 

・別にないようでしたら、議案第 30 号は原案のとおり決することに御異

義ありませんか。 

・異議なし 

・御異議なしと認め、議案第 30 号は原案のとおり決します。 

・次に、日程第４「議案第 31 号 岩国市教育委員会事務決裁規程の一部

を改正する訓令について」を議題といたします。教育政策課から説明

をお願いします。 

・「議案第 31 号 岩国市教育委員会事務決裁規程の一部を改正する訓令

について」御説明いたします。本議案は、教育委員会内での決裁手続

きについて、現在の組織における不測の事態を想定し、主に本規程の

第５条に第４項を加えることで規定の整備を行いたいと考えておりま

す。具体的には、現在、教育委員会において支所長や館長を含む主務

課長の下に、副課長や班長が配置されていない部署がありましたので、

その部署の主務課長が、出張、休暇、事故等で不在の場合には、教育

次長が代わって決裁の専決をするというものでございます。なお、こ

の規程の一部を改正する訓令は、令和５年４月 1 日から適用いたしま

す。御審議のほど、よろしくお願いします。 

・ただいまの説明に、御質問・御意見がありましたら、お願いします。 

・別にないようでしたら、議案第 31 号は原案のとおり決することに御意

義ありませんか。 

・異議なし 

・御異議なしと認め、議案第 31 号は原案のとおり決します。 

・次に、日程第５「議案第 32 号 令和４年度教育委員会の点検及び評価

について」を議題といたします。なお、この日程につきましては、公

表までの間、議事については非公開としたいと思いますが、いかがで

しょうか。 

・異議なし 

・御異議なしと認め、日程第５は非公開といたします。それでは、教育

政策課から説明をお願いします。 

・「議案第 32 号 令和４年度教育委員会の点検及び評価について」御説

明いたします。点検評価については、地方教育行政の組織及び運営に

関する法律第 26 条の規定により、「教育委員会は、毎年、その権限に

属する事務の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その

結果に関する報告書を作成し、市議会に提出するとともに市民に公表

すること」とされております。本報告は、法の趣旨に則り、各事業の

取組や成果を分析するとともに、項目ごとの評価を踏まえて総合評価

を行い、今後の方向性について検討を行ったものになります。 
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・まず、1 ページから５ページまでですが、第 1 章として教育委員会会議

の開催状況と教育委員の活動実績をまとめております。次に、６ペー

ジの第２章「点検・評価の実施」についてですが、３点目の「意見聴

取」にもあるように、同法第 26 条第２項で「点検及び評価を行うに当

たっては、学識経験を有する者の知見の活用を図る」と定めておりま

す。これに基づき、７月４日に本庁特別会議室において、意見聴取会

議を行いました。学識経験者として、岩国市ＰＴＡ連合会会長、社会

教育委員、地域学校協働活動推進員の３人をお招きし、本報告書に対

する御意見をいただいております。続いて６ページ中段から８ページ

の第３章「点検・評価の構成」ですが、10 ページ以降に掲載している

各事業について、評価基準のポイントと総合評価の内容を掲載してお

ります。事業評価一覧は９ページに掲載しておりますので、御確認を

お願いします。 

・次に、意見聴取会議で学識経験者からいただきました御意見の主なも

のを紹介させていただきます。 

・まず、11 ページの「学校施設トイレ改修事業」について、「改修場所は

どのように決められているのか。また洋式化率を全国平均の６割に到

達させるまで、どのくらいかかるのか。」との御意見に対し、「改修の

順位については、長寿命化計画との兼ね合いもあり、学校改修と重な

らないようにしているが、校舎の築年数やトイレの衛生状況、現場の

声を聞きながら決定をしている。また、洋式化率については、計画ど

おりにいけば、令和７年度末には全国平均の６割に届く予定である。」

と回答しております。 

・次に、13 ページの「小中一貫教育の推進」について、「一体型の校舎だ

と、性格が合わない子と９年間一緒に過ごすことになるのでは。」との

御意見に対し、「クラス替えで環境を変えることができるメリットがあ

る。」と回答いたしました。 

・次に、14 ページの「情報化に対応する教育の充実」について、「教員が

タブレットを持ち帰ることで、見えない残業が増えていないのか。子

供たちに情報モラル教育を行っているのか。」との御意見に対し、「無

線ＬＡＮとしたことで、教員が校内で効率よく端末が使えるようにな

っている。持ち帰りについては、業務改善の面から推奨はしていない。

また、情報モラル教育については、各学校において外部講師を招いた

研修会を実施しており、保護者の方にも啓発している。」と回答いたし

ました。 

・次に、15 ページ「青少年問題に係る関係機関・団体との連携強化事業」

について、「地域で活動している防犯パトロール隊が、月 1 回公園やス

ーパーを巡回している。そうした団体とも情報交換を行ってほしい。」

との御意見をいただきました。 
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廣田委員 

村尾委員 

 

 

・次に、16 ページ「教育支援教室における効果的な指導や運営の推進事

業」について、「不登校児童生徒が増えているが、教育支援教室に小学

校５年生以上しか入れない理由は。」との御意見に対し、「支援教室や

支援員の数に限りがあるため、全ての学年の受け入れが困難な状況で

ある。支援が必要な児童生徒には、生涯学習課の「とどける」家庭教

育支援事業で対応している子もいる。」と回答いたしました。 

・次に、23 ページ「インターネットによるサービス強化事業」について、

「電子書籍の公募があった学校は。」との御意見に対し、「杭名小学校

と玖珂小学校の２校である。令和５年度は既に５校から応募があり、

朝読書や自宅学習などに活用してもらっている。」と回答しました。 

・次に、26 ページ「各種学級・講座開催事業」について。「成人対象講座

にもよく参加しており、バラエティーに富んだ面白い講座が多いと思

うが、参加者が少ないと感じるのでＰＲをしてほしい。」との御意見に

対し、「コロナ禍が明け、今年度に入り徐々に参加者が増えているので、

引き続き周知を図っていきたい。」と回答しました。主な御意見は以上

です。 

・なお、この報告書に関しましては、本日、御承認をいただいた上で、

その内容を９月市議会に報告させていただきたいと考えておりますの

で、よろしくお願いいたします。説明は以上です。 

・ただいまの説明に、御質問・御意見がありましたら、お願いします。 

・「教育支援教室における効果的な指導や運営の推進事業」について、効

果的に運営できていると思います。昨年度も今年度も不登校について

会議が行われ、先般、教育長もどうあるべきか御提案されました。岩

国市の教育支援教室は、不登校児童生徒のために効果的に活用されて

いると思います。県内でも先進的に取り組まれており、市内を中央と

北、南、西に分け、網羅しています。実績にもあるように、中学３年

生の通室生は、全員が希望する進路に進むことができていますね。ベ

テランの元教員を会計年度任用職員として 19 人配置できており、事業

コストの面で考えると、「効率性」は４点でも良いのではないでしょう

か。費用対効果はあると思います。 

・考え方として、19 人で 40 人を見ているところが、もうちょっとできる

のではないかということですか。 

・３点にして更に改善を図っていきたいという思いがありますが、委員

がおっしゃったように、ベテランの元教員の方々が、会計年度任用職

員以上の働きをしてくださっているのは事実です。 

・４点でも良いと思いますよ。 

・昨年か一昨年に、教室に入りきらないくらい子供がいたこともありま

した。支援員 1 人当たりの受け持ちが多いと思いますが、効果的に、

進路を明るくしていると思います。 
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廣田委員 

 

 

教育長 

 

各委員 

教育長 

教育長 

 

教育政策課長 

 

 

教育長 

・支援教室に伺ったときに、支援員は沢山いるが、子供が一人しかいな

いこともあり、波があるのでその辺を加味されたのかと思いますが、

トータルとして見れば、よくやっておられると思います。 

・別にないようでしたら、議案第 32 号は原案のとおり決することに御異

議ありませんか。 

・異議なし 

・御異議なしと認め、議案第 32 号は原案のとおり決します。 

・本日の議題は以上でございます。それでは、次回の教育委員会会議の

日程について、事務局からお願いします。 

・次回定例会は、令和５年８月 21 日月曜日、本庁２階特別会議室にて、

午後２時から所属長会議を、午後２時 30 分から教育委員会会議を開催

いたします。 

・これをもちまして、令和５年第８回岩国市教育委員会会議を終了しま

す。 
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岩国市教育委員会会議規則第 16 条の規定により署名する。 

 

 

 

 

教育長  守山 敏晴                              

 

教育委員 廣田 登志子                        

 

教育委員 渡邉 博明  

 

 


